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代 表 質 問 通 告 書 
  令和３年２月 

番

号

質 問 議 員 

（申告時間）

【質問方式】

質   問   要   旨 

１ 小 野 寺 道 雄

（ ６ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 令和３年度の施政方針について 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症対策について 

  ・ 新型コロナウイルス感染症のワクチンの接種の実施体制と進捗状況について伺う

  ・ 臨時診療所閉院の経緯と閉院後のＰＣＲ検査体制について伺う 

⑵ ＳＤＧｓについて 

・ 市がＳＤＧｓの実現に貢献するために優先的に取り組むゴールとターゲットは何

か 

・ ステークホルダーとの連携はどのように考えているか 

・ 市民理解の醸成と市民が主体的に参加できる仕組みをどのように考えているか 

⑶ ＩＬＣについて 

・ ＩＬＣ実現に向けて大きな前進を見たとする根拠は 

・ 政府のＩＬＣ計画への決断を下す時期はいつごろになると認識されているのか伺

う 

⑷ 一関遊水地事業について 

 ・ 供用開始に向けた市道整備の取り組みについて伺う 

⑸ 市政運営の基本について 

 ・ 財政の現状と課題をどのように認識されているのか伺う 

 ・ 財政見通しについて伺う 



2

２ 勝 浦 伸 行

（ ６ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 令和３年度施政方針について 

⑴ 市長就任後まもなく３期１２年が経過するが、勝部市長はこれまで３つの「きょう

せい」を掲げてまちづくりを進めてきた 

市民に示した３つの「競成」「共生」「協生」を柱に10の政策を掲げて市政運営を担

ってきたが、どこまで達成したと認識しているのか、また、いまだ課題があるとすれ

ばそれはどこにあるのか伺う 

⑵ 中東北の拠点都市一関の形成について伺う 

・ 市長の政策の柱として掲げてきた「中東北の拠点都市一関」は実現したのか伺う

・ 下水道事業の経営管理においては、人口減少に伴う利用者の減少、施設の老朽化

により経営環境はより厳しさが増すと考える 

特にも下水道整備においては課題が多い 

下水道の接続率の向上や浄化槽の設置を進めるためには、公共施設の水洗化の取

り組みが重要である 

現状について伺う 

今後の汚水処理事業の進め方について伺う 

⑶ 市政運営の基本について伺う 

・ 今後の一関市を形成していく上で重要となるのは「定住自立圏構想」の協定を結

ぶ平泉町との連携と考える 

人口減少が急激に進み自治体間競争が激しくなる事を見据え、行政サービスの向

上、観光振興や企業誘致において、より結びつきを強めていくことが、この地域に

暮らす住民の幸せにつながると考える 

今後、合併を見据えた連携強化の取り組みを進めるべきと思うが考えを伺う 

・ 市政運営の基本は財政運営と認識する 

新型コロナウイルス感染症の影響により、当市の経済活動が低迷し税収が大幅に

落ち込むと想定される 

今後の厳しい財政事情を考えると、なお一層の行財政改革を進めることが必要で

ある 

示された財政見通しを見る限り、財政再建に直ちに取り組む必要がある 

令和３年度を初年度とする第４次行政改革大綱の推進においては、これまで以上

の強い決意を持って臨み、身を切る改革が必要となることも想定されるが、市長の

決意を伺う 

２ 令和３年度教育委員会教育行政方針について 

 教育環境の充実について伺う 

児童生徒数の減少により小中学校の統合が進み、学校整備はある程度進んだと認識

しているが、花泉地域統合小学校以後の学校規模の適正化、改築計画について伺う 

３ 千 葉 幸 男

（ ４ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 令和３年度施政方針について 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の諸課題について伺う 

 ⑵ 豪雪被害対策と農業振興について伺う 

 ⑶ 社会資本整備（流域治水）の取り組みについて伺う 

 ⑷ 行財政（市税減収）について伺う 



3

４ 藤 野 秋 男

（ ４ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 令和３年度施政方針への対応について 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症により、「当たり前」としてきた何を見直し、「新しい日

常」生活をどう構築しようとしているのか 

 ⑵ 感染防止と経済活動の推進の両立には、行き届いた社会保障の充実が不可欠である 

   新たな支援策をどう検討しているのか 

 ⑶ 令和３年度も「ＩＬＣを基軸としたまちづくり」を掲げている 

   動向によって大きく左右されるＩＬＣを基軸とすべきでないことはこれまでもた

だしてきたが、令和３年度の予算はどう配分したのか 

 ⑷ コロナ禍で、市民所得が大きく後退し、廃業や自死につながることを危惧している 

   第４次行政改革大綱・集中改革プランは「役場雇用」の重要性に軸足を置いたもの

とすべきではないか 

   公共施設の管理計画についても同様の対応が必要ではないか 

５ 岩 渕  優

（ ４ ０ 分 ）

【一問一答】

１ 令和３年度施政方針について 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症対策 

  ・ 接種計画の策定状況と現時点での課題は 

  ・ 国の助成金上限額に対する評価は 

  ・ 救急隊員への優先接種は 

  ・ 「基礎疾患のある人」の明確化はどのようにして行うのか 

 ⑵ 令和３年度予算 

  ・ 「地方創生臨時交付金」を活用した施策は 

 ⑶ 暮らしやすいまちづくり 

  ・ 地域協働体の活動に対する支援の考え方は 

  ・ 生活支援コーディネーター制度の活用は 

  ・ 「自治医科大学などとの関係を強固にし地域医療の確保」とはどのような姿を描

いているのか 

 ⑷ しごとづくり 

  ・ 福祉型テレワークの実現は 

 ⑸ 子育て支援 

  ・ 放課後児童クラブの整備は 

  ・ 親子の屋内型あそび場の整備方針は 

 ⑹ 産業振興施策 

  ・ 農業振興支援に対する新たな一手は 

２ 令和３年度教育委員会教育行政方針について 

 ⑴ グローバル人材育成プロジェクト 

  ・ グローバル人材育成プロジェクトの評価方法は 

 ⑵ 学校と地域の協働推進プロジェクト 

  ・ 学校と地域の協働推進プロジェクトの記述はあるが、放課後子ども教室、放課後

児童クラブ、学校支援地域本部との連携強化と充実についての具体策はあるのか 

 ⑶ 教育環境の充実 

  ・ 学校規模の適正化の考え方と将来構想は 

 ⑷ 社会を生き抜く力を育む学校教育の充実 

  ・ 「考える道徳・議論する道徳」に対する見解及び期待は 

 ⑸ 社会の変化に応じた教育 

  ・ 不登校児童生徒のタブレット活用に対する見解は 

 ⑹ 特別支援教育 

  ・ 支援が必要な児童生徒の増加に対しての見解は 

  ・ 今後の支援体制の充実及び強化策は 

 ⑺ 学校適応指導 

  ・ 新規の不登校児童生徒を出さないための主な取り組みとは 

 ⑻ 幼稚園 

  ・ 認定こども園化の考え方と移行時期は 


